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vation　analysisへの応用で，対象試料の被曝線量が低く

抑えられるということを意味している．極短寿命放射性

核種（半減期：10’i2秒以下）を対象として従来試みら

れてきた即発ガンマ線を分析する方法では，中性子衝撃

時間と誘導放射能測定時間とを分離することができず，

対象試料の被曝線量を低く抑えることが困難である．

　われわれは約100グラムのNa（人体中のNaの概略

量）を対象に選び，160ミリ秒のくりかえし周期，200マ

イクロ秒の叶性子衝撃時間で，約1000秒間衝撃測定をく

りかえした．衝撃後10ミリ秒，30ミリ秒，50ミリ秒，135

ミリ秒におけるガンマ線スペクトルから，半減期20ミリ

秒の24mNaが極めて明瞭に観測され，同定することが

できた．同様にして鉛試料から半減期4ミリ秒の295Pb

が，衝撃後2ミリ秒，7ミリ秒，12ミリ秒，19ミリ秒の

スペクトルから，観測され同定された．このいつれの観

測においても，レムカウンターから，相当する被曝線量

は約5ミリレムであった．

　既に報告されているin　vivo　activation　analysisの実

例にはAndersonら（1964），　Chamber1ainら（1968）の

ものがある．彼等は全身中のNa，　Cl，　Caを対象とし，

14Mev．中性子発生装置またはサイクロトロンを用いて，

24Na（Ti／2：15時間），38Cl（Ti／2：37分），4gCa（Ti／2：8．8

分）の放射能を同定している．この時の被曝線量は約1

レムと評価されており，低い被曝線量を要求するin

vivo　activation　analysisには，パルス放射化分析法が優

れているといえる．

　更にわれわれは現在までの秒データをもとにして，巾

性子による反応で生成する半減期マイクロ秒から数秒の

放射性核種を拾いあげた．その結果，Na，　Cl，　K，　Br，等

を含む約30種の元素を対象にしうるであろうと推定され

た．中性子以外の核反応で生ずる核種をも含めると，対

象元素は更に増える．しかしながらこれら核種は，反応

断面積等に未知のものが多く，今後の速かな核データの

整備が要求される．

　長後にパルス申性子放射化分析法の対象としている核

種の半減期を従来法のものと比較してみると，マイクロ

秒から秒までの時間範囲は秒から日の時間範囲に相当し，

共に106のレンジである．したがって従来の放射化分析

法で半減期の差を利用した核種分離は，パルス法でも同

様に行なえるヒに更に極めて短かい時間（秒程度）で逐

行できるわけである．以ヒのようにパルス放射化分析法

をin　vivo　activation　analysisへ応用することは極めて

有望であるように思われ，今後の実用化への開発が望ま

れる．
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　小型の中性子発生装置を用いる速中性子放射化分析は

原子炉を必要とせず，また酸素分析に関しては現在まで

のところ，これ以ヒの方法が見出されていないことなど

の理由で主として金属工業，石油工業の分野でその利用

が顕著である．

　しかし，最近になって酸素以外の元素についても上記

の装置を用いた非破壊的な放射化分析を行ないたいとい

う要望が高まったので，高分解能のGe（Li）γ線検出

器，電算機を利田するシステムの開発をおこなった．こ

こでは，このシステムによる各元素の理想句条件下での

感度，生物学的応用としてネズミ生体中の窒素分析（in

vivO）に関して説明する．
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